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1．はじめに
国際交流基金の『海外の日本語教育の現状＝日本語教育機関調査・2006年＝概要』に
よれば，海外の日本語学習者はおよそ298万人である。そのうち韓国人は約91万人で，世
界の日本語学習者の30％以上を占めている。また人口比でみると実に52人に1人が日本
語を学習していることになる。これほど日本語学習熱が高いにもかかわらず，韓国人の
対日感情は必ずしも良好とはいえない。例えば読売新聞社と韓国日報社の日韓共同世論
調査（2010）では，「日本を信頼出来ない」とする韓国人は80％に達し，73％が「日韓関
係は悪い」と答えている。このような状況の中で韓国人が日本語を学ぼうとする動機を
調査し，日本語学習が韓国人学習者の対日イメージに及ぼす影響を研究したいと考える。
2．先行研究
2.1．日本語学習における動機づけ
第二言語または外国語学習習得における動機づけの研究は，Gardner, Lambert を中
心に行われてきた。Gardner and Lambert（1959）は，学習者の動機を目標言語集団に参
加したいという「統合的動機づけ（integrative motivation）」と，目的を達成する手段と
して使う「道具的動機づけ（instrumental motivation）」に2分類した。この分類をもと
に，動機づけと学習成果との関連について多くの研究がなされてきた。
ニュージーランドの大学生を対象に日本語学習の動機を調査した縫部他（1995）は，
日本語学習自体が目的となっていない動機を確認し誘発的動機と名付け，日本語学習を
手段視する「外発的動機（道具的動機・統合的動機・誘発的動機）」と，学習自体に興味・
関心・意欲を持つ「内発的動機（好奇心，関心・モデルとの同一視・仲間との相互作用）」
に分類した。タイ人大学生を対象に調査した成田（1998）は，「内発的動機」と「外発的
動機」の厳密な区別は判断が難しく不可能と考え，「統合的動機」「道具的動機」「誘発的
動機」に限定して調査・分析を行なった。その結果「統合的動機」の強い学習者の成績
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が高く，「誘発的動機」の強い学習者の成績が低い傾向にあることが判明した。また川西
（2007）は，韓国人留学生の多くが日本留学を好条件の職を得るための道具的動機であ
ると主張しつつ，「韓国は日本と対等な国である」という意識が動機を変化させる可能性
があることを示唆する。
ところで，一般的に動機づけを理解する視点は2つに分けられる。①学習者が「何の
ために」「なぜ」その言語を学ぼうと考えたかに関するものと，②学習者のやる気（肯定
的態度，心的エネルギーの量）に関するものである。本研究は①の視点で学習者の動機
を調査し，その動機を，成田（1998）を参考に「統合的動機」「道具的動機」「誘発的動
機」に分類し，分析を試みる。
2.2．韓国人日本語学習者の対日イメージ
韓国人の対日イメージと日本語学習との関連性を調査した研究に，泉（1994），姜錫祐
（2002），齊藤（2004），呉正培（2005，2008）等がある。泉（1994）は，一般の韓国人
よりも日本語学習者の方が日本・日本人に対して良い印象のポイントが高いことを，姜
錫祐（2002）は，日本語学習経験や滞日経験のある人はない人よりも日本・日本人・日
本語に対して好意的なイメージを抱いていることを明らかにした。
呉正培（2005）は，日本語学習に伴い「社会的ステレオタイプ」が弱まり，新たなス
テレオタイプが形成されうることが予測できるとする。また呉正培（2008）は，学習者
は国家に対するイメージより，対人関係のあり方に関するイメージを持ちやすいと言う。
さらに，日本語学習が日本人イメージに与える影響には，日本語授業による直接的な影
響と，日本語の上達に伴う環境の変化（日本人との対人接触の増加，対日情報源の多様
化）がもたらす間接的な影響があることを示唆した。
その他，加賀美他（2008）は韓国の小・中・高・大学生の対日イメージ調査を行い，
「肯定的イメージ」18％，「中立的イメージ」48％，「否定的イメージ」29％の結果を得
ている。また岩井他（2008）は，韓国人学生の対日イメージは肯定・否定・中立が混在
しアンビバレンスである，と主張する。アンビバレントな感情を持つことは，一般の韓
国人も同様であることを韓水山（1995）や鄭大均（1998）らも述べている。
以上，先行研究の多くは韓国に住む大学生・一般韓国人が調査対象者であり，日本に
暮らす韓国人日本語学習者を対象にした調査や，対日イメージの変化を追う調査は少な
い。
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表1 韓国人日本語学習者に対する質問紙の内容
韓国在住者 日本在住者
日本語学習開始の動機 日本語学習開始の動機
日本語学習開始前と開始後における
対日イメージとその情報源
日本語学習開始前と来日後における
対日イメージとその情報源
世論調査と同一質問 異文化適応度
フェイスシート フェイスシート
3．本研究の目的と調査方法
3.1．本研究の目的
本研究は，韓国人の日本語学習が対日イメージに及ぼす影響を調査することを目的と
する。そのために同一学習者のイメージ経年変化調査，日本語レベルによる相違点を探
る学習者間調査，韓国在住者と日本在住者との横断的調査を実施する。
3.2．調査の方法と内容
本研究は対日イメージに関する意識調査を主たる内容としており，対象者は韓国語母
語話者である。したがって，誤解を避けるため韓国語による質問紙調査を実施した。
調査の内容は以下の2点である。①韓国在住日本語学習者の日本語学習開始の動機，
学習開始前後における対日イメージの変化とその形成要因，日本語レベルによる対日イ
メージの相違点を探り，世論調査（朝日新聞・東亜日報共同世論調査2010年6月実施）
の回答に見る一般韓国人との対日イメージの比較を検討する。世論調査は日本による韓
国併合から100年，日本と韓国の国交正常化から45年となる2010年に，両国民の意識を探
るために実施されたものである。②日本在住日本語学習者の日本語学習開始の動機，学
習開始前と来日後における対日イメージの変化とその形成要因，日本語レベルによる対
日イメージの相違点と異文化適応度を探る。
調査対象者は，韓国在住韓国人大学生日本語学習者（以下，韓国在住者），日本語学校
で学ぶ日本語学習者と大学留学生から成る日本在住日本語学習者（以下，日本在住者）
である。
動機の項目は，成田（1998），縫部他（1995），高岸（2000）を参考に，その他を含む
20項目を以下のように作成し，複数回答も可とした。
1.日本が好きだから・日本に興味があるから
2.日本の文学や歴史に興味があるから
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表2 イメージ，理由・情報源，異文化適応度項目
イメージ項目 理由・情報源項目 異文化適応度項目
1．先進国 22．軍事大国 Ａ．韓国のテレビ放送・新聞 1．日本語の勉強は楽しい
2．経済大国 23．男尊女卑 Ｂ．韓国の日本に関する一般図書・雑誌 2．毎日が快適に過ごせる
3．男女平等 24．二面的 Ｃ．韓国のドラマ・映画・小説 3．友人との行き来が多い
4．民主的 25．集団的 Ｄ．中・高校の学校教育（歴史など） 4．日本人の友人がいる
5．勤勉 26．傲慢・優越的 Ｅ．教師・親の影響 5．困った時に相談出来る友人がいる
6．謙虚 27．表現があいまい Ｆ．韓国に住んでいる日本人 6．言葉で日常生活に困ることはない
7．誠実・正直 28．考えが古い Ｇ．滞日経験のある人の話 7．イライラすることが多い
8．礼儀正しい 29．偏見がある Ｈ．インターネット上の掲示板 8．日本の食事・習慣が好きではない
9．几帳面・緻密 30．柔軟性がない Ｉ．日本のドラマ・映画・漫画・アニメ 9．授業の内容に興味が持てない
10．規則・時間順守 31．排他的 Ｊ．日本の芸能人・スポーツ選手 10．日本が嫌になって母国に帰りたい
11．清潔・便利 32．謝罪優先 Ｋ．日本語の授業・日本関連授業 11．勉強が難しく不安である
12．質素・倹約 33．いじめ社会 Ｌ．日本のテレビ放送・新聞 12．経済的に苦しい
13．独創的 34．個人主義独立的 Ｍ．日本の日本に関する一般図書・雑誌 13．日本人とのコミュニケー ションがむずかしい
14．親切・やさしい 35．上下関係重視 Ｎ．日本製品(電化製品など)を使用した経験 14．日本人の考え方・態度が好きではない
15．能力主義 36．自由奔放開放的 Ｏ．日本を旅行した経験 15．生活上の情報が手に入らない
16．責任感がある 37．保守的 Ｐ．日本で生活した経験
17．博愛・寛容的 38．利己主義 Ｑ．日本人日本語教師との接触経験
18．競争心が強い 39．ブランド好き Ｒ．日本人の友人との接触経験
19．理性的 40．その他 Ｓ．日本人の恋人・配偶者の存在
20．信頼できる （ ） Ｔ．アルバイト先での経験
21．植民地支配 Ｕ．その他（ ）
3.日本に旅行したいから
4.日本の芸能人・テレビドラマ・映画・漫画・アニメなどが好きだから
5.将来日本に住みたいと思うから
6.日本の映画・テレビ・ラジオ・新聞を理解したいから
7.日本人と会話したいから・友達になりたいから
8.韓国語と日本語の言語学的相違・類似点に興味があるから
9.日本の習慣・生活様式・文化を知りたいから
10.日本人の友人とメールや手紙でやりとりしたいから
11.学びやすい言語だから
12.教養を身につけたいから
13.親・知人・友人・学校の先生に勧められたから
14.日本の歌を楽しみたいから
15.就職・昇進に有利だから
16.学校の授業にあったから・大学の入試にあるから
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表3 本調査の有効回答者内訳
韓国在住者 男性 （14.4） 女性（84.5） （ ）内％
計97人(100) 初級22人(22.7) 中級46人(47.4) 上級22人(22.7) 不明7人(7.2)
日本への留学希望有 (77.2) (76.1) (59.1) (42.9)
日本への旅行経験有 (27.3) (58.7) (72.7) (14.3)
滞日経験有 (0) (30.4) (45.5) (0)
日本在住者 男性 （36.9） 女性（63.1） （ ）内％
合計 ラボ日本語教育研究所 東京女子大学
65人 計49人 初級18人 中級20人 上級11人 上級16人 上級計27人
(100) (75.4) (27.7) (30.8) (16.9) (24.6) (41.5)
滞日 13.1か月 2.9か月 12.6か月 17.3か月 24か月 21.2か月
年齢 10代(3.1),20代(76.9),30代(18.5) 10代(0.6),20代(81.3),30代(12.5)
17.日系企業に就職したいから
18.現在の仕事に必要だから
19.日本の学校（大学・大学院・専門学校など）に留学したいと思ったから
20.その他
日本・日本人のイメージの内容に関する項目は，呉正培（2008），韓水山（1995），鄭
大均（1998）を参考に，その他を含む40項目を作成した。また理由・情報源の項目は，
呉正培（2008）を参考に，その他を含む21項目を作成した。異文化適応度の項目は，葛
文綺（2007）を参考に15項目を作成した。フェイスシートは，日本語レベル（在籍クラ
ス），性別，旅行・滞日経験（韓国在住者），アルバイト経験（日本在住者）の有無など
から構成されている。
またイメージ項目を肯定的イメージ（1～17，19，20），否定的イメージ（21～24，26～33，
36～38），中立的イメージ＝肯定的とも否定的とも断じにくいもの（18，25，34，35，39）
に分類した。
3.3．調査の手続き
韓国在住者に対するアンケート調査は，韓国Catholic 大学校の教授に，同大学の日本
語履修者に対するアンケート用紙の配布と回収を依頼した。2010年9月上旬に行われ回
収した97人を分析の対象とした。
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日本在住者に対するアンケート調査は，日本語学校（ラボ日本語教育研究所）と大学
（東京女子大学）で行った。日本語学校は，同校で学ぶ韓国人学習者に対するアンケー
ト用紙の配布と回収を責任者に依頼し，東京女子大学の韓国人留学生には筆者がアン
ケート用紙を配布・回収した。2010年9～10月に実施され回収した67人のうち，記入漏
れの多い2人を除き合計65人を分析の対象とした。
4．結果
4.1．韓国在住日本語学習者
4.1.1．日本語学習開始の動機
作成した動機項目を統合的動機（1～7，9，10，14），道具的動機（15，17～19），誘
発的動機（8，11～13，16）に分類し，割合を算出した。その結果，統合的合的動機が69.8％
を占め初級（60.1％），中級（71.0％），上級（75.2％）の順に多くなった。逆に誘発的
動機（17.1％）は，初級（22.6％），中級（16.8％），上級（12.4％）の順に少なくなっ
ている。上級者は統合的動機で学習を始めた割合が高く，誘発的動機で始めた割合が低
いという成田（1998）と同様の結果となった。道具的動機は13.1％である。
4.1.2．日本語学習開始前後の対日イメージ
学習開始前の対日イメージ出現頻度は，「植民地支配」25.5％が最も多く，「二面的」
11.8％，「先進国」10.0％，「いじめ社会」・「経済大国」6.7％の順になっている。学習開
始後は，「二面的」11.6％が一番多く，「先進国」10.5％，「礼儀正しい」9.1％，「表現が
あいまい」8.0％，「親切・やさしい」8.0％と続いている。イメージ出現割合の偏りが減
少しているが，日本滞在経験者が24.7％，日本への旅行経験者が51.5％も存在し，日本
語の授業で得られる知識等とともに情報源の多様化に起因すると考えられる。また学習
開始前に比べ，「植民地支配」「いじめ社会」「経済大国」など国家・社会に対するイメー
ジが減少し，「礼儀正しい」「親切・やさしい」「表現があいまい」など国民に対するイメー
ジが増加している。この変化は，呉（2008）の非日本語学習者（学習開始前）と日本語
学習者（学習開始後）との比較結果と相似する。さらに肯定的イメージが2.7％増加
（43.7％→46.4％）し，否定的イメージが8.9％減少（53.6％→44.7％）している。
したがって学習開始後は，イメージ出現割合の偏りが減少し，国家・社会に対するイ
メージから国民に対するイメージに変容する傾向にあり，好感度が上昇するといえる。
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表4 対日イメージの内容別情報源
イメージと情報源は出現頻度の高い順，複数回答，％は出現割合
学習開始前 学習開始後
イメージ 情報源 (％) イメージ 情報源 (％)
植民地支配
25.3％
中・高校の学校教育 59.3
二面的
11.6％
日本で生活した経験 16.7
韓国のテレビ放送・新聞 13.5 滞日経験のある人の話 11.1
教師・親の影響 11.5 日本人日本語教師との接触経験 11.1
二面的
11.8％
中・高校の学校教育 17.1
先進国
10.5％
韓国のテレビ放送・新聞 36.7
韓国のテレビ放送・新聞 14.6 日本のテレビ放送・新聞 13.3
韓国の日本に関する一般図書・雑誌 12.2 日本を旅行した経験 13.3
先進国
10.0％
韓国のテレビ放送・新聞 55.3
礼儀正しい
9.1％
日本語の授業・日本関連授業 25.9
中・高校の学校教育 13.2 日本のドラマ・映画・漫画・アニメ 14.8
韓国の日本に関する一般図書・雑誌 10.5 日本を旅行した経験 14.8
いじめ社会
6.7％
日本のテレビ放送・新聞 25.0 親切・
やさしい
8.0％
日本を旅行した経験 22.7
韓国のテレビ放送・新聞 22.2 日本人の友人との接触経験 18.2
日本のドラマ・映画・漫画・アニメ 22.2 日本で生活した経験 18.2
経済大国
6.7％
韓国のテレビ放送・新聞 36.8 表現が
あいまい
8.0％
日本語の授業・日本関連授業 34.1
韓国の日本に関する一般図書・雑誌 21.1 日本のドラマ・映画・漫画・アニメ 14.6
日本製品を使用した経験 15.8 日本人の友人との接触経験 12.2
4.1.3．日本語学習開始前後の対日イメージ形成要因
学習開始前の主要情報源は，①韓国のテレビ・新聞（21.0％），②中・高校の学校教育
（19.9％），③韓国の日本に関する一般図書・雑誌（10.9％），④日本のドラマ・映画・
漫画・アニメ（10.1％），⑤日本のテレビ放送・新聞（5.8％）である。「植民地支配」「二
面的」「先進国」の三大イメージは，主に「中・高校の学校教育」「韓国のテレビ放送・
新聞」「韓国の日本に関する一般図書・雑誌」によって形成されている。それらに続く「い
じめ社会」「経済大国」のイメージも，「韓国のテレビ放送・新聞」がイメージ形成に大
きな役割を果たしている（表4）。これらの情報源は，国家・社会に対するイメージ形成
に影響を与えていると思われる。
学習開始後の主要情報源は，①日本語の授業・日本関連授業（13.1％）②日本のドラ
マ・映画・漫画・アニメ（11.2％），③日本で生活した経験（10.7％），④韓国のテレビ
放送・新聞（9.0％），⑤日本のテレビ放送・新聞（8.3％）である。「二面的」は「日本
で生活した経験」，「先進国」は「韓国のテレビ放送・新聞」，「礼儀正しい」は「日本語
の授業・日本関連授業」，「親切・やさしい」は「日本を旅行した経験」，「表現があいま
い」は「日本語の授業・日本関連授業」が，最も大きなイメージ形成要因である（表4）。
「日本語の授業・日本関連授業」とともに日本に対する直接体験が，国民に対するイメー
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表5 日本語レベル別対日イメージの変化 単位％
レベル
学習開始前 学習開始後 増減
肯定的 否定的 肯定的 否定的 肯定的 否定的
初級 53.2 38.7 43.4 51.3 －9.8 ＋12.6
中級 41.2 55.4 44.0 44.0 ＋2.8 －11.4
上級 36.4 62.1 46.1 45.2 ＋9.7 －10.9
全 43.7 53.6 46.4 44.7 ＋2.7 －8.9
表6 世論調査との顕著な相違点 （ ）内は20代以下 単位％
日本語学習者 世論調査
日本を大いに，あるいはある程度身近に感じる 88.6 42
日本の食材や料理をよく，あるいは時々食べる 83.5 43(63)
日本の映画やドラマをよく，あるいは時々見る 83.5 24(43)
韓国にとって最も重視すべき国は北朝鮮である 45.4 18
韓国にとって最も重視すべき国は日本である 2.0 4
ジを増加させている。日本語を学習することが情報源の量的拡大・質的多様化を促進し，
形成要因の多種多様化をもたらしている。また「日本のテレビ放送・新聞」から学習開
始前は「いじめ社会」を，学習開始後は「先進国」のイメージを多く受信している。
4.1.4．日本語レベルによる比較
上級者は，学習開始前は学校教育や韓国のマスメディアが提供する「植民地支配」「二
面的」など否定的イメージを初中級者より多く持ち，肯定的イメージが最も少ない。し
かし，開始後はイメージに偏りが認められず対日好感度が一番高くなる。日本語の上達
が情報源の多様化をもたらし，それが対日イメージの偏向を防止すると考えられる。し
たがって上級者は，言語学習に限らず情報源による知識の獲得に優れていると言えるの
かもしれない。初級者は，学習開始後も「植民地支配」のイメージが強く残ることが特
徴である。
4.1.5．世論調査との比較
世論調査との顕著な相違点を表6に示す。韓国在住日本語学習者の9割弱が日本を身
近に感じ，8割強が日本の食材や料理を食し，日本の映画やドラマを見ている（20代以
下の一般韓国人は43％）という事実は驚嘆に値する。日本にアンビバレントな感情（肯
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定的イメージ46.4％と否定的イメージ44.7％）を持つ（表5，学習開始後）にも拘わら
ず，親近感は8～9割が持っているといえるだろう。しかし「最も関係を重視すべき国」
として日本を挙げる韓国在住日本語学習者は，2％（世論調査は4％）のみである。
4.2．日本在住日本語学習者
4.2.1．日本語学習開始の動機
韓国在住者と同様の方法で割合を算出した。統合的動機が62.2％を占め，川西（2007）
が示唆したとおり韓国在住者と同じく道具的動機（26.4％）を上回っている。しかし韓
国在住者より統合的動機が少なく道具的動機が多い。櫻坂・奥山（2003）の，韓国在住
者は日本人との交流や異文化理解を，日本在住者は実用性を日本語学習の動機として重
要視するという説を支持する結果である。誘発的動機11.4％であった。
4.2.2．日本語学習開始前と来日後の対日イメージ
学習開始前の対日イメージ出現頻度は，植民地支配（12.2％），先進国（11.4％），親
切・やさしい（8.6％），経済大国（8.1％），几帳面・緻密（7.8％），個人主義・独立的
（7.8％）の順に現れている。植民地支配のイメージが，韓国在住者の半分であることは
注目に値する。
来日後は二面的（10.3％），個人主義・独立的（10.1％），几帳面・緻密（9.8％），表
現があいまい（7.8％），規則・時間順守（7.5％）と続いている。つまり国家・社会に対
するイメージが減少し，国民に対するイメージが学習開始後の韓国在住者以上に増加す
る。また肯定的イメージが9.4％減少（64.4％→55.0％）し，否定的イメージが2.7％増
加（31.9％→34.6％）する。しかし韓国在住者より学習開始前・来日後（韓国在住者の
学習開始後と比較）ともに，肯定的イメージが多く否定的イメージが少ないことが認め
られる。学習開始前の好感度が，日本留学を左右する要因となっているともいえる。
4.2.3．日本語学習開始前と来日後の対日イメージ形成要因
学習開始前の主要情報源は，①韓国のテレビ放送・新聞（27.4％），②日本を旅行した
経験（9.1％），③中・高校の学校教育，滞日経験のある人の話（8.6％），⑤韓国の日本
に関する一般図書・雑誌（7.6％）である。「植民地支配」「先進国」「経済大国」のイメー
ジは，韓国在住者と同様に主に「韓国のテレビ放送・新聞」「中・高校の学校教育」「韓
国の日本に関する一般図書・雑誌」によって形成されている。しかし「親切・やさしい」
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表7 対日イメージの内容別情報源
イメージと情報源は出現頻度の高い順，複数回答，％は出現割合
学習開始前 来日後
イメージ 情報源 ％ イメージ 情報源 ％
植民地支配
12.2％
中・高校の学校教育 56.5
二面的
10.3％
日本で生活した経験 60.0
韓国のテレビ放送・新聞 17.4 アルバイト先での経験 12.0
韓国の日本に関する一般図書・雑誌 8.7 日本人の友人との接触経験 12.0
韓国のドラマ・映画・小説 8.7
個人主義
独立的
10.1％
日本で生活した経験 46.2
先進国
11.4％
韓国のテレビ放送・新聞 58.8 アルバイト先での経験 15.4
日本製品を使用した経験 11.8 日本人の友人との接触経験 11.5
親切
やさしい
8.6％
韓国のテレビ放送・新聞 25.0 滞日経験のある人の話 7.7
日本を旅行した経験 25.0 日本人の恋人・配偶者の存在 7.7
日本のドラマ・映画・漫画・アニメ 16.7 几帳面緻密
9.8％
日本で生活した経験 57.1
経済大国
8.1％
韓国のテレビ放送・新聞 75.0 アルバイト先での経験 21.4
日本の製品を使用した経験 16.7
表現が
あいまい
7.8％
日本で生活した経験 50.0
中・高校の学校教育 8.3 日本人の友人との接触経験 18.8
几帳面緻密
7.8％
日本で生活した経験 15.4 日本人日本語教師との接触経験 12.5
日本製品を使用した経験 15.4 アルバイト先での経験 12.5
個人主義
独立的
7.8％
韓国の日本に関する一般図書・雑誌 17.4 規則・時間
順守
7.5％
日本で生活した経験 69.2
滞日経験のある人の話 17.4 日本語の授業・日本関連授業 15.4
韓国のテレビ放送・新聞 13.0 滞日経験のある人の話 7.7
日本を旅行した経験 13.0
「几帳面・緻密」「個人主義・独立的」のイメージは，「日本で生活した経験」「日本製品
を使用した経験」「滞日経験のある人の話」などが主な形成要因である（表7）。
来日後の主要情報源は，①日本で生活した経験（48.2％），②アルバイト先での経験
（10.5％），③日本人の友人との接触経験（8.2％），④日本のテレビ放送・新聞（7.6％），
⑤日本人日本語教師との接触経験，滞日経験のある人の話（5.5％）である。五大イメー
ジである「二面的」，「個人主義・独立的」，「几帳面・緻密」，「表現があいまい」，「規則・
時間順守」の最も多いイメージ形成要因は，何れも「日本で生活した経験」である（表
7）。「日本を旅行した経験」「日本人の友人との接触経験」「日本人日本語教師との接触
経験」などとともに直接経験が大幅に増加し，国民に対するイメージが多数を占める要
因となっている。
韓国在住者との相違点は，学習開始前に既に，学校教育や韓国のメディア以外の直接
的・具体的な情報源を豊富に持つことである。さらに「日本のドラマ・映画・漫画・ア
ニメ」から韓国在住者は「いじめ社会」を，日本在住者は「親切・やさしい」を多く受
信していることから，日本在住者は日本を肯定的に捉える傾向にあると言える。日本留
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表8 日本語レベル別対日イメージの変化 単位％
レベル
学習開始前 来日後 増減
肯定的 否定的 肯定的 否定的 肯定的 否定的
初級 66.3 22.5 76.6 16.0 ＋10.3 －6.5
中級 66.4 33.6 57.5 31.0 －8.9 －2.6
上級 61.7 36.9 40.4 47.5 －21.3 ＋10.6
全 64.4 31.9 55.0 34.6 －9.4 ＋2.7
表9 最近（2010年9～10月）の状況 単位％
初級 中級 上級
日本人の友人がいる 44.4 60.0 81.5
日本人とのコミュニケーションが難しい 61.1 25.0 14.8
日本人の考え方・態度が好きではない 11.1 10.0 29.6
イライラすることが多い 16.7 15.0 33.3
学を促進する要因が，学習開始前から存在することが示唆された。
4.2.4．日本語レベルによる比較
上級者は学習開始前に5％以上のイメージ出現数が多いことから，既に多様なイメー
ジを持ち得る環境にあることが推測出来る。つまり学習開始前の情報源の多寡が，学習
成績に影響を与える可能性があるといえる。しかし好感度は上級者の方が低い（肯定的
イメージは少なく，否定的イメージは多い）。
来日後は，上級者には「先進国」「経済大国」など国家・社会に対するイメージ出現率
が低く，国民に対する否定的イメージが，肯定的イメージより多く現れている。肯定的
イメージは，初級者は増加するが中・上級者は減少し，上級者の減少率が大きい（表8）。
本調査対象者は日本語レベルが上級になるほど滞日期間が長くなっており（表3），岩
男・萩原（1988）の「滞在4年以下のアジア系留学生の場合，滞在期間の長い者ほどイ
メージが悪化する傾向にある」を支持する結果となった。
4.2.5．異文化適応度
日本語上級者は，初・中級者に比べてイライラすることが多く日本人の考え方・態度
が好きではないと思う割合が高い（表9）ことから，上級者は異文化適応度が低いこと
が示唆される。上級者になるほど肯定的イメージが弱く否定的イメージが強くなってお
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表10 韓国在住者と日本在住者との比較
韓国在住者 日本在住者
学習動機
統合的動機69.8％ 道具的動機13.1％
上級者は統合的動機の割合が大きい
統合的動機62.2％ 道具的動機26.4％
上級者は誘発的動機の割合が大きい
学習開始前
対日
イメージ
1植民地支配 2二面的 3先進国
4いじめ社会 5経済大国
1植民地支配 2先進国 3親切・やさしい
4経済大国 5几帳面・緻密
イメージ
形成要因
1韓国のテレビ放送・新聞 2中高校の学校
教育 3韓国の日本に関する一般図書雑誌
1韓国のテレビ放送・新聞 2日本を旅行し
た経験 3中・高校の学校教育，滞日経験話
好感度 肯定的43.7％ 否定的53.6％ 中立的2.7％ 肯定的64.4％ 否定的31.9％ 中立的3.7％
学習開始後
来日後
対日
イメージ
1二面的 2先進国 3礼儀正しい 4表現
があいまい 5親切・やさしい
1二面的 2個人主義・独立的 3几帳面・
緻密 4表現があいまい 5規則・時間順守
イメージ
形成要因
1日本語の授業日本関連授業 2日本のドラ
マ映画漫画アニメ 3日本で生活した経験
1日本で生活した経験 2アルバイト先での
経験 3日本人の友人との接触経験
好感度 肯定的46.4％ 否定的44.7％ 中立的6.8％ 肯定的55.0％ 否定的34.6％ 中立的10.4％
り（表8，来日後），対日イメージが否定的であるほど異文化適応度が低いという結果と
なった。
5．まとめ
学習開始前の韓国在住者は，韓国マスメディアと学校教育が情報源の多数を占めるた
め，それらが提供する国家・社会に対するイメージを主に持つ傾向にある。日本在住者
は，日本への旅行経験など直接的・具体的な情報源を既に持ちそれらが多岐にわたるた
め，イメージ出現割合に偏りが少なく好感度も高い。
学習開始後の韓国在住者は「日本語の授業・日本関連授業」「日本のドラマ・映画・漫
画・アニメ」「日本で生活した経験」などが情報源として加わるため，国家・社会に対す
るイメージより国民に対するイメージが増加し好感度も上昇する。一方，日本在住者は，
日本文化との接触による異文化不適応状態に陥りやすく，国民に対する否定的イメージ
が増加し好感度も僅かだが下降する。しかし，学習開始前・来日後（韓国在住者の学習
開始後と比較）ともに，韓国在住者に比べ肯定的・中立的イメージは多く，否定的イメー
ジは少ない。
本研究では以下のことが明らかになった。日本語学習は，対日情報源の多種多様化を
もたらし，対日イメージの変容（国家・社会に対するイメージから国民に対するイメー
ジに変化）と，好感度の上昇を促進する。日本留学経験も情報源を大幅に増加・変化さ
せ，イメージの変容（国民に対する肯定的イメージから否定的イメージに変化）と，僅
かな好感度の下降を促す。好感度下降率は上級者に高く認められるが，滞日期間の長さ
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に起因する異文化不適応によるものと考えられる。しかし日本在住者は，韓国在住者よ
り高い好感度を維持しており，同一情報源から肯定的イメージを抱く傾向も強い。また
道具的動機で日本語学習を開始する割合が高く，情報源の多寡に連動するイメージの多
様性や好感度とともに，留学を促進する要因が学習開始前に既に存在することが示唆さ
れた。
本調査の限界として，データの偏りが挙げられる。韓国在住者は一大学のみを対象と
し，日本在住者も日本語学校一校と一大学の留学生を対象に行われたものである。より
多様かつ男女比なども考慮したサンプルでの調査が必要である。
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Abstract
The purpose of this study is to reveal the effects of studying the Japanese language on the
impressions of Japan that Korean students have. I investigated images of Japan and their
sources before and after learning Japanese, respectively. I also compared Japanese images of
Korean students who live in Korea and in Japan. There were 97 Korean informants who learned
Japanese at a Korean university, and 65 Korean informants learning it in Japan.
The following three results emerged from this research. First, learning Japanese in Korea
diversified information about Japan, and thus changed the national images of Japan which the
Korean students had before learning to personal images after learning; this turn increased
friendly feelings toward Japan. Second, learning Japanese in Japan also affected the information
about Japan, changing affirmative images of personality into negative images of it, and
decreased affability toward Japan. However, Korean students learning in Japan still have better
feelings about Japan than those learning in Korea. Moreover, the former already had more
information about Japan and better feelings toward Japan than the latter before learning
Japanese. Finally, the longer the students had lived in Japan (and the more advanced their
Japanese was), the less adaptable they were to heterogeneous cultures.
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